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 報道発表資料の配付日時  7 月 31 日（木） 

発 表 項 目 

（行事名） 

「令和 7 年度（2025 年度）献血運動推進協力団体等厚生労働大臣感謝状
贈呈式」について 

概 要 

 次のとおり、献血運動推進協力団体等厚生労働大臣感謝状の贈呈式を開
催しますので、お知らせします。 
 
1 贈呈式の概要 
（1）概要 
  ・日時：令和 7 年（2025 年）8 月 7 日（木）11：00 から 
  ・場所：北海道帯広保健所 

（〒080-8588 帯広市東 3 条南 3 丁目 1 番地） 
（2）内容 
  ・贈呈式（会議室） 
  ・談 話（技監室） 
 
2 被表彰者 
  帯広信用金庫（帯広市） 
 
3 出席者 
（道  側） 北海道帯広保健所 

所長 森 昭久、企画総務課長 上村 寿 ほか 
(被表彰者側) 帯広信用金庫  

総務部副部長 松本 晃好 
（推薦者側） 北海道赤十字血液センター 

         釧路事業所長 佐藤 範之、帯広出張所長 鈴木 清晃 
 

参 考 
別添「開催要領」、「資料 1」及び「献血運動推進挙協力団体等厚生労働

大臣表彰実施要綱」を参照。 

報道（取材） 

に当たって 

の お 願 い 

 

他のクラブ 

と の 関 係 

同時配布 

同時レク 

記者レク 

 

そ の 他 
 

担 当 

（連絡先） 

北海道帯広保健所（北海道十勝総合振興局保健環境部保健行政室） 

 企画総務課地域医療薬務係（担当：坂本） 

 TEL：0155-27-8635 

 



「令和 7年度（2025 年度）献血運動推進協力団体等厚生労働大臣感謝状贈呈

式」の開催要領 

1 開催目的 

献血運動の推進に関し積極的に協力し、他の模範となる実績を示した団体

等に対し贈られる標記表彰を、以下の団体が受賞したので、贈呈式を行う。 

 

2 主催 

北海道帯広保健所（北海道十勝総合振興局保健環境部保健行政室） 

 

3 開催日時 

令和 7年（2025 年）8月 7日（木）11：00 から 

 

4 開催地 

北海道帯広保健所会議室（〒080-8588 帯広市東 3条南 3丁目 1番地） 

 

5 被表彰者 

帯広信用金庫 

 

6 出席者 

 （1）（道側）    北海道帯広保健所 

所長 森 昭久 

企画総務課長 上村 寿 ほか  

 （2）（被表彰者側） 帯広信用金庫 

             総務部副部長 松本 晃好 

 （3）（推薦者側）  北海道赤十字血液センター  

釧路事業所長 佐藤 範之 

             帯広出張所長 鈴木 清晃 

 

7 開催内容  

（1） 感謝状贈呈式（帯広保健所会議室） 15 分程度 

（2） 談話（技監室） 15 分程度 



 

資料 １ 

受賞者について 

厚生労働大臣感謝状 

おびひろしんようきんこ 

帯広信用金庫 
（１）所在地 080-8701 

     北海道帯広市西3条南7丁目2 

（２）功績概要 

今回、標記感謝状を受賞した「帯広信用金庫」は、大正 5年（1916 年）に「無

限責任帯広信用組合」として設立され、昭和 26 年（1951 年）に改組して以来、

十勝地方の繁栄に大きく貢献している金融機関である。 

 

献血のほか、地域の清掃活動や、店舗への省エネ設備の導入、特殊詐欺に関す

る出前講座の開催など、年間を通して多くの地域貢献活動を行っている。 

 

 同団体は昭和40年から50年以上にわたり献血活動に協力している。事業者全

体で献血に対する理解と意識が高いことから、安定した血液の供給に繋がって

おり、その功績は偉大である。 

なお、献血に関する表彰歴は次のとおり。 

 

平成3年  日本赤十字社北海道支部長銀枠感謝状 

平成14年  日本赤十字社銀色有功章 

平成27年  日本赤十字社金色有功章 

令和2年  北海道社会貢献賞 

 









（１）厚生労働大臣表彰状推薦基準及び推薦要領

推 薦 基 準 推 薦 要 領 備 考

① 献血運動の推進に関し、次に掲げる要件のいず 原則として、過去に厚生労働大臣感謝状

れかに該当し、その実績が特に優秀で、他の模範 （厚生大臣感謝状）を受けてから、通算１０

と認められる団体又は個人とする。 年以上献血に協力している団体又は個人とす

ただし、原則として過去に献血運動に関し厚生 る。

労働大臣感謝状（厚生大臣感謝状）を受けたこと 原則として、当該表彰状を複数回授賞する

のある団体又は個人とする。 ことはできないものとする。

ア．通算２０年以上、献血に協力している団体。 ○ 年間献血回数、団体構成人数及び献血種 ・ 高等学校等については、献血の実施の有無に関

類別構成比は要件としない。 わらず、推薦基準イによって推薦するものとす

る。

・ その他、これと同等の実績があると認められる

団体。

イ．献血思想普及のための広報活動等を積極的に ○ 献血推進活動を積極的に行い、広域的な 具体的には、

行い、多大の功績が認められる団体又は個人。 効果があったと認められる場合。 ・ ポスター、リーフレット、地方紙等を作成、配

ただし、その期間が、団体については通算２ 布し献血普及啓発活動をしている団体又は個人。

０年以上、個人については通算３０年以上で年 ・ 献血受入活動等に積極的に取り組んでいる団体

齢５０歳以上とする。 又は個人。

（例）地域献血推進協議会、地域献血友の会等

・ 広報活動に協力しているマスコミ及び企業。

・ 献血者登録推進活動を行っている団体又は個

人。

・ 献血の重要性を認識し、学校教育又は学内にお

いて献血の実施又は若年層の献血普及啓発活動を

行っている学校又は団体。（生徒会活動、ＪＲＣ

活動等を含む）



・ その他、献血普及啓発活動を積極的に行ってい

ると認められる団体又は個人をいう。

② その他厚生労働大臣が必要と認める者。 ○ 献血の推進又は血液製剤に関する有益な 具体的には、

調査、研究、技術の改善若しくは発明を行 ・ 成分献血装置の発明・改善、献血血液検査試薬

い、血漿分画製剤の国内自給の推進又は国 の開発、血漿分画製剤の製造技術の開発若しくは

民の保健医療の向上に大いに寄与したと認 新製剤の開発その他の有益な調査、研究、技術の

められる場合。 改善若しくは発明を行った団体又は個人。

・ 全国的な組織で、傘下会員に対し献血推進の協

力に関し指導的な役割を果たしている団体。

・ 極めて大きな規模で、成分献血を主体とした献

血に協力した団体。

・ 血液製剤の適正使用の推進に寄与した団体又は

個人。

・ 献血由来製剤の優先使用の促進に寄与した団体

又は個人。

・ その他、必要と認める団体又は個人をいう。



（２）厚生労働大臣感謝状推薦基準及び推薦要領

推 薦 基 準 推 薦 要 領 備 考

① 献血運動の推進に関し、次に掲げる要件のいず 原則として、当該感謝状を複数回授賞する

れかに該当し、その実績が特に優秀で、他の模範 ことはできないものとする。

と認められる団体又は個人とする。

ア．通算１０年以上、献血に協力している団体。 ○ 年間献血回数、団体構成人数及び献血種 ・ 高等学校等については、献血の実施の有無に関

類別構成比は要件としない。 わらず、推薦基準イによって推薦するものとす

る。

・ その他、これと同等の実績があると認められる

団体。

イ．献血思想普及のための広報活動等を積極的に ○ 献血推進活動を積極的に行い、広域的な 具体的には、

行い、多大の功績が認められる団体又は個人。 効果があったと認められる場合。 ・ ポスター、リーフレット、地方紙等を作成、配

ただし、その期間が、団体については通算１ 布し献血普及啓発活動をしている団体又は個人。

０年以上、個人については通算２０年以上であ ・ 献血受入活動等に積極的に取り組んでいる団体

ること。 又は個人。

（例）地域献血推進協議会、地域献血友の会等

・ 広報活動に協力しているマスコミ及び企業。

・ 献血者登録推進活動を行っている団体又は個

人。

・ 献血の重要性を認識し、学校教育又は学内にお

いて献血の実施又は若年層の献血普及啓発活動を

行っている学校又は団体。（生徒会活動、ＪＲＣ

活動等を含む）

・ その他、献血普及啓発活動を積極的に行ってい

ると認められる団体又は個人をいう。



ウ．献血受入施設の整備等に積極的に協力してい ○ 献血制度に理解を示し、献血者の受入体 具体的には、

る団体又は個人。 制の整備に協力した団体又は個人をいう。 ・ 献血ルームの無償又は低廉での貸与を行った団

体又は個人。

・ 血液運搬車等の寄贈団体又は個人。

・ 駐車場、会議室の提供団体又は個人。

・ 処遇品の提供団体又は個人。

・ 献血受入れ整備に対する寄付団体又は個人。

・ その他、献血受入れ施設の整備等に、積極的に

協力している団体又は個人をいう。

② 献血事業に関連又は従事する都道府県職員、市 ○ 業務の遂行上、特に顕著な功績があった 具体的には、

町村職員若しくは日本赤十字社職員であって、当 ものとは、職務の範囲内に止まらず、献血 ・ 企業や地域組織（自治会等）を訪問し、オープ

該業務の遂行上特に顕著な功績があり、他の模範 事業の円滑な推進のために尽力し、管下地 ン献血の受入れの呼び掛けを行っている個人。

とするに足ると認められる者。 域の献血の推進に大きく貢献したと認めら ・ 自費でパンフレット等を作成、配布している個

れる者をいう。 人。

・ 休祭日等に、献血事業のボランティア活動を行

っている個人。

・ その他、これらに相当する活動を行っている個

人をいう。


